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美
里
町
の
寺
院
・
玄
松
院
副
住
職
の
三
浦
正
恵
さ
ん

が
、
地
元
の

中
学
の
校
歌
制
定
を
題
材
に
し
た
小
説
「
陽

ひ

の
あ
た
る
丘
」
を
自
費
出
版

し
た
。
作
詞
、
作
曲
を
担
っ
た
２
人
の
教
育
者
の
姿
を
中
心
に
、
第
２
次

世
界
大
戦
直
後
の
旧
小
牛
田
町
の
町
並
み
や
実
在
し
た
人
物
な
ど
、
地
域

の
歴
史
に
も
触
れ
て
い
る
。

地域の歴史に親しめる小説を出版した
三浦さん

取
り
上
げ
て
い
る
の
は
、
１

９
４
７
年
に
小
牛
田
町
に
開
校

し
た
旧
小
牛
田
中
。

年
に
作

ら
れ
た
校
歌
は
、

年
に
町
内

の
他
の
２
校
と
統
合
し
、
現
在

の
小
牛
田
中
が
誕
生
す
る
ま
で

歌
わ
れ
た
。

作
詞
者
は
、
美
里
町
出
身
で

後
に
石
巻
市
湊
中
校
長
な
ど
を

務
め
た
五
十
嵐
勝
治
さ
ん
（
１

９
０
７
〜

年
）
。
作
曲
は
、

天
童
市
出
身
の
作
曲
家
で
、
当

時
県
の
音
楽
指
導
員
を
務
め
、

県
内
の
多
く
の
学
校
の
校
歌
を

手
掛
け
た
海
鋒
義
美
さ
ん
（

〜

年
）
が
担
っ
た
。

小
説
は

年
か
ら
校
歌
完
成

ま
で
の
１
年
間
を
、
豊
か
な
田

園
風
景
な
ど
、
町
内
の
様
子
を

交
え
て
描
く
。五
十
嵐
さ
ん
は
、

当
時
実
在
し
た
町
の
実
業
家
ら

と
の
交
流
や
、
架
空
の
少
年
の

何
げ
な
い
ひ
と
言
に
ヒ
ン
ト
を

得
て
、
歌
詞
を
練
り
上
げ
て
い

く
。米

国
か
ら
当
時
、
日
本
救
援

の
た
め
に
送
ら
れ
た
「
ラ
ラ
物

資
」
を
巡
る
謎
に
、
五
十
嵐
さ

ん
が
関
わ
る
創
作
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
も
挿
入
。
在
米
日
本
人
の

祖
国
へ
の
思
い
も
つ
づ
ら
れ
て

い
る
。

三
浦
さ
ん
は
２
０
１
７
年
、

昭
和
初
期
の
小
牛
田
町
を

台

に
し
た
初
の
小
説
「
小
牛
田
伽

が

耶
や

」
を
自
費
出
版
。
刊
行
直
後

か
ら
、
古
里
を
伝
え
る
歴
史
物

語
の
第
２
弾
と
し
て
、
本
作
品

の
執
筆
に
取
り
掛
か
っ
た
。

美
里
町
で
は
、
町
内
３
中
学

を
１
校
に
再
編
す
る
計
画
が
進

む
。三
浦
さ
ん
は「
校
歌
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
へ
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
学
校
再

編
が
検
討
さ
れ
る
今
、
古
里
や

学
び
や
の
素
晴
ら
し
さ
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
話
す
。

Ａ
５
判
１
９
１
㌻
。
２
０
０

０
部
作
り
、
町
内
外
の
書
店
な

ど
で
１
部
１
２
０
０
円
で
販
売

し
て
い
る
。
連
絡
先
は
三
浦
さ

ん
０
９
０
（
８
９
２
５
）
７
８

４
８
。
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⊃

美
里
の
僧
侶

小
説
自
費
出
版

古里の素晴らしさ知って

県
警
少
年
課
と
仙
台
中
央
署
は

日
夕
、
仙
台

市
中
心
部
を
巡
回
し
た
。
少
年
警
察
補
導
員
ら
約

人
が
Ｊ
Ｒ
仙
台
駅
周
辺
の
ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
歩

き
、
娯
楽
施
設
な
ど
に
い
る
少
年
少
女
に
「
帰
り

が
遅
く
な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
呼
び
掛
け
た
。

同
課
に
よ
る
と
１
〜

日
、
県
内
で
少
年
少
女

約
２
５
０
人
が
補
導
さ
れ
た
。
深
夜

は
い

徊
か
い

が
中
心

で
、
昨
年
同
期
に
比
べ
３
割
増
え
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
さ
れ
、
外
出
自
粛
要
請
が
緩
和
さ
れ
た

影
響
と
み
ら
れ
る
。

同
課
の
五
十
嵐
文
少
年
相
談
指
導
官
は
「
子
ど

も
た
ち
は
休
校
中
に
抱
え
て
い
た
不
安
を
解
消
し

よ
う
と
、
遅
く
ま
で
遊
び
が
ち
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
。
非
行
や
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
、
声
掛
け
を

続
け
た
い
」
と
話
し
た
。

ア
ー
ケ
ー
ド
街
を
巡
回
す
る
少
年
警
察
補
導
員
ら

少
年
犯
罪
防
止
へ

繁
華
街
で
声
掛
け
県 警
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中
学
受
験
・
志
望
校
選
び

指導の特徴見極めて

県
内
に
は
、
公
立
中
高
一
貫

校
が
３
校
、
私
立
中
が
８
校
、

国
立
中
が
１
校
あ
る
。
今
春
、

県
内
で
中
学
受
験
を
し
た
児
童

は
推
計
で
約
１
５
０
０
人
。
１

学
年
の
児
童
に
対
し
て
中
学
受

験
を
す
る
割
合
は
８
％
程
度
と

な
っ
て
い
る
。

中
学
受
験
の
目
的
は
各
家
庭

そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
う
。
医
者
に

な
り
た
い
な
ど
将
来
的
な
目
標

実
現
の
た
め
、
高
校
受
験
の
な

い
中
高
一
貫
の
６
年
間
の
学
習

を
希
望
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

一
方
、
６
年
間
通
う
こ
と
に

な
る
学
校
選
び
は
慎
重
に
、
よ

く
考
え
た
上
で
行
う
べ
き
だ
。

公
立
中
高
一
貫
中
、
私
立
中
、

国
立
中
の
各
校
に
指
導
方
針
や

指
導
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
の
特

徴
が
あ
る
。

ま
ず
は
、
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
の
確
認
を
お
勧

め
し
た
い
。
大
学
の
合
格
実
績

な
ど
進
学
情
報
は
、
各
校
が
力

を
入
れ
て
い
る
部
分
で
も
あ
る

の
で
、
よ
く
確
認
し
て
お
く
と

よ
い
。

近
所
に
希
望
す
る
中
学
に
通

っ
て
い
る
子
が
い
れ
ば
、
実
際

の
学
校
の
様
子
な
ど
を
聞
く
と

参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク

ー
ル
や
学
校
説
明
会
な
ど
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
う
学
校
も
増
え

て
い
る
。
各
校
の
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
、

最
新
情
報
を
で
き
る
だ
け
多
く

集
め
て
ほ
し
い
。

時
間
が
あ
れ
ば
実
際
に
通
う

こ
と
を
想
定
し
、
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
学
校
に
足
を
運
ぶ

の
も
よ
い
。
特
に
、
遠
方
の
学

校
を
希
望
す
る
場
合
、
通
学
の

手
段
や
時
間
は
家
庭
学
習
や
部

活
動
選
び
な
ど
に
影
響
し
て
く

る
。
見
学
の
機
会
が
あ
れ
ば
、

校
舎
や
設
備
の
様
子
だ
け
で
な

く
、
先
生
方
や
先
輩
た
ち
の
様

子
や
校
内
の
雰
囲
気
も
ぜ
ひ
感

じ
取
っ
て
ほ
し
い
。

中
学
受
験
を
考
え
て
い
な
い

家
庭
も
多
い
と
思
う
が
、
子
ど

も
の
将
来
の
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
、
各
校
の
説
明
会
な
ど
聞

く
機
会
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
進
学
プ
ラ
ザ
グ
ル
ー
プ
第
一

事
業
部
・
阿
部
智
則
部
長
）

‖
土
曜
日
掲
載
‖
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朝刊に
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問 題

①表
ひょう

の Ａ Ｂ に入
はい

る数
すう

字
じ

を計
けい

算
さん

しましょう。

（Ａ）

（Ｂ）

②陽
よう

性
せい

率
りつ

についてスペイン５％、アメリカ・ニューヨー

ク市
し

％という報
ほう

告
こく

があります。単
たん

純
じゅん

に比
ひ

較
かく

はでき

ませんが、日
に

本
ほん

が低
ひく

かった理
り

由
ゆう

を考
かんが

えましょう。

（ ）

③今
こん

後
ご

予
よ

想
そう

される危
き

険
けん

性
せい

を、記
き

事
じ

を読
よ

んで書
か

きましょう。

（ ）

④今
こん

回
かい

の検
けん

査
さ

の陽性率と感
かん

染
せん

率
りつ

（人
じん

口
こう

に対
たい

する感染者
しゃ

数
すう

の割
わり

合
あい

）を比
ひ

較
かく

し、気
き

づいたことを書きましょう。

（ ）

（小中高校生／算数、数学、保健、ホームルーム）

厚生労働省の新型コロナウイルス感染歴を
調べる抗体検査結果

都府
県

検査数
（人）

陽性者
数（人）

陽性率
（％）

宮 城 3009 １ 003

東 京 1971 ２ Ａ

大 阪 2970 ５ Ｂ

累積感染
者数（人）

感染率
（％）

88

5236

1783

0004

002

0038

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
∃ ¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬ ∀

⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔
⇔

⇒
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

※東京と大阪の数字は厚生労働省の発表から
※累積感染者数は５月 日時点

数字は慎
しん

重
ちょう

に分
ぶん

析
せき

しなくてはなりません。

「宮
みや

城
ぎ

県
けん

は１人か。少
すく

なくてよかった」とか

「東
とう

京
きょう

でも２人しかいないんだ」と、数字

だけ見
み

るとその少なさから安
あん

心
しん

感
かん

や気の緩
ゆる

み

が生
しょう

じます。「少ないけれど…」「この状
じょう

態
たい

を維
い

持
じ

するには…」というふうに、第
だい

２波
は

に備
そな

えた準
じゅん

備
び

を着
ちゃく

々
ちゃく

と積
つ

み重
かさ

ねていきたい

ものです。

（日
に

本
ほん

新
しん

聞
ぶん

協
きょう

会
かい

ＮＩＥアドバイザー・県仙
せん

台
だい

二
に

華
か

高
こう

英
えい

語
ご

科
か

教
きょう

諭
ゆ

大
おお

槻
つき

欣
よし

史
ふみ

）
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(１７) ２０２０年(令和２年)６月２７日(土曜日)(１７) ２０２０年(令和２年)６月２７日(土曜日)
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日

仙
台

▽
め
と
き
こ
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
（
小
児
科
）
‖
青
葉
区
国
見
ケ

丘
０
２
２
（
２
７
８
）
１
０
４
１
▽

大
は
し
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
小
児

科
）
‖
若
林
区
沖
野
（
２
９
４
）
０

０
８
４
▽
松
本
不
二
夫
整
形
外
科

（
整
形
外
科
）
‖
太
白
区
大
野
田
（
３

９
３
）
９
１
５
７
▽
広
南
休
日
内
科

小
児
科
診
療
所
（
内
科
・
小
児
科
）

‖
太
白
区
長
町
（
２
４
８
）
５
８
５

８
▽
泉
地
区
休
日
診
療
所
（
内
科
・

小
児
科
）
‖
泉
区
泉
中
央
（
３
７
３
）

９
１
９
７
▽
急
患
セ
ン
タ
ー
（
内
科

・
外
科
・
整
形
外
科
・
婦
人
科
・
眼

科
・
耳
鼻
咽
喉
科

‖
若
林
区
舟
丁

２
６
６

６
５
６
１
▽
北
部
急
患
診

療
所

内
科
・
小
児
科
・
外
科

‖
青
葉

区
堤
町

３
０
１

６
６
１
１
▽
夜
間

休
日
こ
ど
も
急
病
診
療
所

小
児
科

‖
太
白
区
あ
す
と
長
町

２
４
７

７

０
３
５
▽
歯
科
休
日
救
急
診
療
所
‖

青
葉
区
五
橋
（
２
６
１
）
７
３
４
５

白
石
・
刈
田

▽
佐
藤
医
院
（
内

科
）
‖
蔵
王
町
宮
０
２
２
４
（
３
２
）

２
０
０
２
▽
大
泉
記
念
病
院
（
外
科
）

‖
白
石
市
福
岡
深
谷
（
２
２
）
２
１

１
１角

田
・
丸
森

▽
金
上
病
院
（
内

科
・
外
科
）
‖
角
田
市
角
田
０
２
２

４

６
３

１
０
３
２
▽
宍
戸
歯
科
医

院
‖
角
田
市
梶
賀

６
３

１
６
７
０

柴
田

▽
村
川
医
院
（
内
科
）
‖

柴
田
町
船
岡
中
央
０
２
２
４
（
５
４
）

２
３
１
６
▽
庄
司
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
外

科
）
‖
大
河
原
町
大
谷
（
５
１
）
３

７
４
１
▽
大
沼
歯
科
医
院
‖
村
田
町

村
田
（
８
３
）
４
３
９
５

名
取

▽
名
取
市
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
‖
下
余
田
０
２
２
（
３
８

４
）
０
０
０
１

岩
沼

▽
岩
沼
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
館

下
０
２
２
３
（
２
５
）
６
８
５
８
▽

た
ま
う
ら
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖

恵
み
野
（
２
９
）
４
４
３
０

亘
理
・
山
元

▽
や
ま
だ
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
亘
理
町
下
小
路
０
２
２
３

（
２
３
）
１
１
０
７

塩
釜

▽
塩
釜
地
区
休
日
急
患
診

療
セ
ン
タ
ー
‖
塩
釜
市
錦
町
０
２
２

（
３
６
６
）
０
６
３
０
▽
あ
り
ま
歯

科
医
院
‖
多
賀
城
市
高
橋
（
３
８
９
）

１
１
８
２

黒
川

▽
中
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
富

谷
市
成
田
０
２
２
（
３
５
１
）
８
０

３
３大

崎

【
昼
】
▽
寛
内
科
胃
腸
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

内
科

‖
古
川
駅
前
大

通
０
２
２
９

２
４

８
８
２
２
▽
大

崎
市
民
病
院
鹿
島
台
分
院

内
科

‖

鹿
島
台
平
渡

５
６

２
６
１
１
▽
塩

沢
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

外
科

‖

古
川
大
宮

２
１

１
６
６
６
▽
大
崎

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー
診
療
室
（
歯
科
）

‖
古
川
南
町
（
２
４
）
５
１
０
１
【
夜
】

▽
大
崎
市
民
病
院
（
内
科
・
外
科
）

‖
古
川
穂
波
（
２
３
）
３
３
１
１

加
美
・
玉
造

▽
遊
佐
ク
リ
ニ
ッ

ク
‖
大
崎
市
鳴
子
温
泉
０
２
２
９

（
８
１
）
１
１
３
３

遠
田

▽
高
城
利
江
整
形
外
科
‖

美
里
町
牛
飼
０
２
２
９
（
３
１
）
１

２
３
０

栗
原

▽
日
野
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
志

波
姫
新
沼
崎
０
２
２
８
（
２
３
）
７

１
０
０
▽
阿
部
内
科
医
院
‖
若
柳
川

北
（
３
２
）
６
９
２
９

登
米

▽
二
瓶
内
科
胃
腸
科
医
院

‖
迫
町
佐
沼
０
２
２
０
（
２
２
）
６

５
０
８
▽
プ
レ
ミ
ア
歯
科
‖
南
方
町

新
島
前
（
２
３
）
２
０
３
８

石
巻

▽
高
橋
消
化
器
内
科
（
内

科
）
‖
千
石
町
０
２
２
５
（
９
５
）

１
６
２
１
▽
石
巻
市
夜
間
急
患
セ
ン

タ
ー

小
児
科

‖
蛇
田

９
４

５
１

１
１
▽
産
婦
人
科
は
市
役
所
（
９
５
）

１
１
１
１
に
問
い
合
わ
せ
る
▽
佐
々

木
医
院
‖
和
渕

７
２

３
１
２
２
▽

泉
谷
歯
科
医
院
‖
南
中
里

９
５

７

７
１
５
▽
石
巻
歯
科
医
師
会
休
日
診

療
所
‖
中
里

９
４

８
２
２
３

東
松
島

▽
し
し
ど
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
‖
赤
井
０
２
２
５
（
８
３
）
８

８
３
０

気
仙
沼

▽
三
条
小
児
科
医
院
‖

田
中
前
０
２
２
６
（
２
３
）
０
０
８

８
▽
米
倉
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
‖
南
郷

（
２
２
）
９
９
５
５

日
の答

え
だ
よ

【かほくワークシートの模範解答】

①次
つぎ

の表
ひょう

の（Ａ）と（Ｂ）に入
はい

る数
すう

字
じ

を計
けい

算
さん

しましょう。

（Ａ）01％ （Ｂ）017％

②日
に

本
ほん

の陽
よう

性
せい

率
りつ

が低
ひく

かった理
り

由
ゆう

を考
かんが

えてみましょう。

（解
かい

答
とう

例
れい

）マスクを着
つ

ける習
しゅう

慣
かん

／感
かん

染
せん

を抑
おさ

え込
こ

む政
せい

府
ふ

や自
じ

治
ち

体
たい

の

戦
せん

略
りゃく

③今
こん

後
ご

予
よ

想
そう

される危
き

険
けん

性
せい

を、記
き

事
じ

を読
よ

んで書
か

いてみましょう。

（解答例）大
たい

半
はん

の人
ひと

が抗
こう

体
たい

を持
も

っていないので、再
さい

度
ど

流
りゅう

行
こう

した場
ば

合
あい

感染拡
かく

大
だい

の危険性が高
たか

く、医
い

療
りょう

や社
しゃ

会
かい

・経
けい

済
ざい

への大
おお

きな打
だ

撃
げき

が

予想される。

④今
こん

回
かい

の検
けん

査
さ

の陽性率と感染率（人
じん

口
こう

に対
たい

する感染者
しゃ

数
すう

の割
わり

合
あい

）

を比
ひ

較
かく

し、気
き

づいたことを書いてみましょう。

（解答例１）感染率よりも陽性率が高いということは、無
む

症
しょう

状
じょう

の

感染者や検査を受
う

けられなかった患
かん

者
じゃ

が多
た

数
すう

いた可
か

能
のう

性
せい

がある。

（解答例２）大
だい

都
と

市
し

である東
とう

京
きょう

や大
おお

阪
さか

ではいわゆる「３密
みつ

」を避
さ

けることが難
むずか

しく、クラスター（感染者集
しゅう

団
だん

）が発
はっ

生
せい

する可能性

が高い。
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涌
谷
町
の
五
つ
の
幼
稚
園
と
保

育
園
に
通
う
年
長
の
園
児

人
を

対
象
に
し
た
交
通
安
全
講
習
「
こ

じ
か
ク
ラ
ブ
交
通
教
室
」
が
、
同

町
の
涌
谷
自
動
車
学
校
で
行
わ
れ

た
。

日
か
ら
園
ご
と
に
実
施
し
、

最
終
日
の

日
は
、
さ
く
ら
ん
ぼ

こ
ど
も
園
の

人
を
対
象
に
行
っ

た
。
園
児
は
、
先
生
役
の
町
の
安

全
指
導
員
や
自
動
車
学
校
の
講

師
、
遠
田
署
員
か
ら
、
前
後
左
右

を
確
認
し
て
横
断
す
る
こ
と
や
乗

車
時
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
る

こ
と
な
ど
を
教
わ
っ
た
。

こ
じ
か
ク
ラ
ブ
交
通
教
室
は
町

が
１
９
７
６
年
に
始
め
、
未
就
学

の
全
園
児
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
の
た
め
、
年
長
の
園
児
に

限
定
し
た
。

涌
谷
自
動
車
学
校
内
の
交
差
点
で
、
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
横
断

す
る
園
児
た
ち
（
画
像
の
一
部
を
加
工
し
て
い
ま
す
）

自動車学校講師ら指導

手
を
上
げ
て
小
学
校
前
の
横
断
歩
道
を
渡
る
児
童
た
ち
（
画
像
の

一
部
を
加
工
し
て
い
ま
す
）

仙
台
市
青
葉
区
の
片
平
丁
小

（
児
童
５
５
１
人
）
で
、
新
入
学

児
童

人
を
対
象
に
し
た
交
通
安

全
教
室
が
あ
っ
た
。

通
学
路
で
安
全
に
登
下
校
し
て

も
ら
お
う
と
、
仙
台
中
央
署
員
や

市
中
央
地
区
交
通
指
導
隊
員
ら

人
が

日
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方

な
ど
を
教
え
た
。

署
員
は
「
信
号
が
青
に
な
っ
た

ら
右
と
左
、
も
う
一
度
右
を
見
て
、

車
が
来
な
い
か
確
か
め
よ
う
」
と

呼
び
掛
け
た
。
児
童
た
ち
は
学
級

ご
と
に
学
校
周
辺
の
歩
道
を
歩
き

な
が
ら
、
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ
な

ど
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
よ
り
学
校
の
再
開
が
遅

れ
、
同
署
管
内
の
小
学
校
で
本
年

度
、
初
の
交
通
安
全
教
室
開
催
と

な
っ
た
。

中央署が交通安全教室

▼涌谷の園児 ▼仙台の児童
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アワビをネットに移す職員

子
ど
も
用
の
布
マ
ス
ク
を
手
作
り
す

る
参
加
者

大
崎
市
田
尻
の
「
メ
ダ
カ
の

郷
さ
と

」
で
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
科
の
浮

葉
植
物
ア
サ
ザ
と
ス
イ
レ
ン
科

の
水
生
植
物
コ
ウ
ホ
ネ
が
花
を

咲
か
せ
て
い
る
。

ア
サ
ザ
は
国
の
準
絶
滅
危
惧

種
に
指
定
さ
れ
、
コ
ウ
ホ
ネ
も

地
域
に
よ
っ
て
は
絶
滅
危
惧
種

に
な
っ
て
い
る
水
草
。
敷
地
内

の
直
径
２
㍍
の
ビ
オ
ト
ー
プ
な

ど
で
ア
サ
ザ
８
０
０
株
、
コ
ウ

ホ
ネ
１
６
０
株
が
育
つ
。
花
は
、

と
も
に
か
れ
ん
な
黄
色
が
特
徴

で
、

月
上
旬
ご
ろ
ま
で
楽
し

め
る
。

ア
サ
ザ
と
コ
ウ
ホ
ネ
は
、
郷

を
主
宰
す
る
高
橋
孝
憲
さ
ん

が

年
前
、
近
所
の
沼
に

自
生
し
て
い
る
の
を
数
株
ず
つ

自
宅
に
持
ち
帰
り
、
増
や
し
た
。

郷
で
は
現
在
、
約

種
類
の
水

草
や
メ
ダ
カ
の
稚
魚
１
万
５
０

０
０
匹
、
ド
ジ
ョ
ウ
８
０
０
０

匹
、
ナ
マ
ズ
な
ど
を
育
て
て
い

る
。見

学
は
無
料
で
要
連
絡
。
連

絡
先
は
メ
ダ
カ
の
郷
０
２
２
９

（
３
９
）
２
８
５
７
。
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大崎・田尻メダカの郷

黄色い花を咲かせたアサザをめでる高橋さん

県
水
産
セ
ン
タ
ー

ア
ワ
ビ
稚
貝
出
荷

万
個
を
放
流
へ

七

ケ

浜

県
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

（
石
巻
市
）
は
、
七
ケ
浜
町
松

ケ
浜
の
種
苗
生
産
施
設
で
育
成

し
た
エ
ゾ
ア
ワ
ビ
の
稚
貝
を
出

荷
し
て
い
る
。
本
年
度
は
約
１

０
６
万
個
の
放
流
を
予
定
す

る
。昨

年
３
月
ご
ろ
に
天
然
ア
ワ

ビ
か
ら
採
苗
し
、
体
長
２
・
５

〜
３
・
５
㌢
ほ
ど
に
育
て
た
稚

貝
を
、
県
水
産
振
興
協
会
の
職

員
ら
が
、
水
槽
か
ら
手
作
業
で

ネ
ッ
ト
に
移
し
、
乗
用
車
に
積

ん
で
送
り
出
す
。
出
荷
作
業
は

５
月

日
に
始
ま
っ
た
。

本
年
度
の
出
荷
予
定
数
は
前

年
実
績
を
約

万
３
０
０
０

個
上
回
る
。
９
月
ま
で
に
県
内

カ
所
で
放
流
予
定
で
、
漁
獲

で
き
る
９
㌢
以
上
の
大
き
さ

に
な
る
に
は
３
〜
４
年
か
か

る
。県

水
産
業
基
盤
整
備
課
の
長

岡
生
真
技
師
は
「
ア
ワ
ビ
の
漁

獲
量
は
東
日
本
大
震
災
前
と
比

べ
て
半
分
以
下
。
少
し
で
も
多

く
皆
さ
ん
の
食
卓
に
届
け
ら
れ

る
こ
と
を
願
う
」
と
話
し
た
。

石
巻
市
谷
川
浜
に
あ
っ
た
旧

施
設
は
震
災
の
津
波
で
流
失
。

資
源
維
持
の
観
点
か
ら
早
期
の

放
流
再
開
を
求
め
る
声
が
上
が

り
、
県
が
同
町
に
移
転
し
て
再

建
し
た
。
新
施
設
は
２
０
１
５

年

月
に
稼
働
し
た
。

乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳
乳

匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂
匂

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

募

集

◇
県
志
津
川
自
然
の
家
主
催
事
業

「
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
入
門
」

８

月

、

日
、
南
三
陸
町
・
同
自
然

の
家
お
よ
び
志
津
川
湾
。
対
象
は

〜

歳
。
定
員

人
。
参
加
料
３
１

０
０
円
（
宿
泊
、
保
険
代
な
ど
込
み
）。

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

無

料

相

談

詳
細
を
同
自
然
の
家
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
の
上
、
７
月

日
ま
で
に

往
復
は
が
き
か
電
子
メ
ー
ル
で
申
し

込
む
。
同
自
然
の
家
０
２
２
６
（
４

６
）
９
０
４
４
。

◇
行
請
舎

７
月
２
、
３
、
９
、

、

、

、

、

日
午
前

時

〜
午
後
７
時
。
対
象
は
相
続
問
題
で

悩
む
仙
台
市
内
・
近
郊
在
住
者
。
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
が
相

談
者
宅
を
訪
問
し
対
応
す
る
。
要
予

約
。０
２
２（
３
４
３
）
１
５
６
３
。

日

又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末迄又沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

献
血
ル
ー
ム

▽
名
取
市
・
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取

（
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１

時
〜
４
時

分
）
▽
東
松
島
市
・
イ

オ
ン
タ
ウ
ン
矢
本
（
骨
髄
バ
ン
ク
の

登
録
も
受
け
付
け
、
午
前

時
〜

時

分
・
午
後
１
時
〜
４
時

分
）

▽
杜
の
都
献
血
ル
ー
ム
Ａ
Ｏ
Ｂ
Ａ

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）
▽
献
血
ル
ー
ム
ア
エ
ル

（
午
前
９
時

分
〜
午
後
５
時
、
成

分
献
血
は
午
前
９
時

分
〜
午
後
４

時

分
）

手
作
り
の
マ
ス
ク

小
中
学
生
に
寄
贈

七
ケ
宿
の
主
婦
ら

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う

と
、七
ケ
宿
町
の
高
齢
者
ら
が
、

町
内
の
児
童
生
徒
に
贈
る
布
マ

ス
ク
作
り
に
取
り
組
ん
だ
。

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
「
結
い
の
手
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
メ
ン
バ
ー
や
主
婦
ら

人
が
参
加
。
七
ケ
宿
小
、
七
ケ

宿
中
に
通
う

人
分
を
作
り
、

４
日
に
届
け
た
。

町
公
民
館
が
５
月

日
に
開

い
た
講
座
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
代
表
の
小
関
洋
子
さ
ん

に
教
わ
り
な
が
ら
、
公
民
館
が

用
意
し
た
材
料
を
使
っ
て
手
縫

い
し
た
り
、
ミ
シ
ン
が
け
し
た

り
し
て
仕
上
げ
た
。

小
関
さ
ん
は
「
マ
ス
ク
を
必

要
と
す
る
生
活
は
当
分
続
く
。

家
に
あ
る
布
類
を
再
利
用
し
た

り
、
個
性
的
な
デ
ザ
イ
ン
を
考

え
た
り
し
て
楽
し
み
な
が
ら
感

染
を
防
ぎ
た
い
」
と
話
し
た
。

町
内
の
中
高
生
の
ジ
ュ
ニ
ア

・
リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ー
ク
ル
「
ぽ

っ
ぽ
組
」
も
小
学
生
に
贈
る
布

マ
ス
ク
を
手
作
り
し
て
い
る
。
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